
地殻潮汐に就いて

其五緯度の潮汐愛化(第二報)

-理事博士 西 村 英

1.緯度の潮汐襲化

前論ふ於いて謹べ、7こ如〈緯度饗化の観測材料に潮汐解析を施せば地殻潮汐に依る鉛直

線の週期的費化の模様を調べ、る事が出来る。前論文に於いては六箇所の圏際待度観測所に

就いて1900-19:n聞の観iJ!lJ材料を用ひ，太陰牛日項 (M2) の値を求めた。本節に於いては

夫以後の材料即ち「閤際緯度観測所報告第八巻」に就いて試み?と結果を前記に補遺L綜合

的に検討する。更に各観測所に及除、す海洋潮汐の影響を計算し夫等海洋潮汐項ぞ除いた直

接項に就いτ各観測所に於ける鉛直線の潮汐費化を論じた。

「報告第八巻」は主として水津， Carloforte， Ukiahに就いて 1922.7-1935.0聞の報告に

て， r報告第七巻J(1922.7ー 1931.0) と重複する様であるが事賓は種々新しい補正項が後

に見出された矯めに，前後雨傘に於ける星の赤緯並に固有運動の修正に自ら差還が生じ従

って箇々の観測材料も結果に於いては些少の遠ひを示して居る。逆に此の雨者の潮汐解析

を比較する事に依って，此種の天文計測率的の修正が本題の鉛直線費化にどの程度の影響

を及燥すかを判定する事が出来る。実結巣を前論文と同一形式にて示せば次の第一衰の如

〈なる。

但し「報告第八巻」の分を第 V期とす。

以上の結果.:acosine画敢で表はし第 IV期の結果と比較すれば

第V期(1922.7-1935.0) 第IV期 (1922.7ー1931.0)

水揮 0."0067 cos (2 t-339
0

) 土0."0012 0."0079 cos (2 t_2
0

) 土0."0020

CarIoforte 0."0093 cos (2 t-15
0

) 土0."0012 0."0116 cos (2 t-O
O

) 土0."0013

Ukiah 0."0104 cos (2 t-7
0

) 士0."0009 0."0111 cas (2 t-1")土0."0017

第 V期は観測期間12年の内前期 8年は第IV期と重複して居る。雨期の解析結果は上記

の如く振幅に於τ::1:0."0007程度の遺ひを示すに止まわ大韓 104 回の観測の卒均誤差以内

であるから前述の緯度費化鹿理に際して種々の天文撃的補正の影響は本問題に潤しては僅

( 65 ) 
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少と考へられる。

地殻淘汐κ就いて其五，緯度の潮汐園陸化賞事ニ報
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(附岡第一回)

水爆

青山rdjui

Carl?!or飴

次に上の結果を用ひて 1900ー 1935の 35年聞の繍平均を採れば下の値となる。

観測所 M2項 期間

71<揮 0."0029 cos (2 t-352・〉土0."0010

( 68 ) 

35年



地殻潮汐κ就いて英五，緯度の潮汐豊臣1~第二報

Tschardjui 0."0102 cos (2t-353')土0."0015 19 
噌『

Carloforte 0."0082 cos (2 t-347')士0."0005 35 

Gaithersburg 0."0019 cos (2 t-17')土0."0016 15 

Cincinnati 0."0125 cos (2 t-354')土0."0014 16 

Ukiah 0."0077 cos (2 tー 0
0

) 土0."0005 35 

此を圃示すれば第一固となる.

2. 海洋潮汐の影響

前にも述べ対日偽に近い観測黙に於いては其地賄の地殻潮汐は太陰，太陽の直接作用

の他に附近の海洋潮汐の影響を受ける事が著しい。緯度の潮汐費化の場合には此影響は海

洋潮汐高の週期的費化に依る所謂海水の引力項並に海水荷重の質化に依る土地の子午線方

向の費位に超因するもの，更に土地饗形に依る重力ポテンシヤル場の饗化の三者と考へら

れる。第一の引力項は賓際の海洋潮汐固に依り求め得る。第三のポテンシヤル項は前研究

に於いては引力項の 1/2にて符競反対のものとして決定されたから夫を採用する。第二の

子午線方向の費位に就いては平面荷重に依る弾性鰹の慶形に闘する Boussinesq解式を用

ふれば平面上荷重 Pの賠ぞ原賠とし;夫より F の距離の地賠の水平費位 Uoは

P 1 
1to=一五び予) 7

但l， A，μは Lameの弾性常数である。然るに海水の増減質量J'eM とすれば今の場合に

GM  
は P=gM(但l， gは重力加速度〉他方海水の引力項を A とすれば A=予;L (但l， G 

は寓有引力の恒敷)A J'e用ひて Uoを表はせば

1 f!2r ， 
UQ=一石び予)CL1.

110に依る緯度慶跡地球の平均宇径を R とすれば去にて制されるから結局上記第

二の影響ラ?と第一の A との開係は

t~=( '"~. _， !，2叫XAR =，-471'(存可 GR)

今 Poisson比そ仰と置き μ と t との開係と Lて前に求め主値を採用Lて各距離に於

ける uo/Rと A との割合を求むれば大関弐の値となる。

(. 6(1 ) 



番殻潮汐に就いて英五，棒度の湖汐艶イt第ニ報

r 内 ド iL/4 此で見ると子午線襲{立に依る影響は引力項に封Lて無

0.'1 8.7X10:LS 0.003 観出来る事が判る。以上の事柄を考慮に入れて各観測所

1.0 5.3 0.017 に封ずる海洋潮汐の影響ぞ計算すれば次の値となる。
5. 0 10.0 0.044 

10.0 17.3 0.053 此れで見ると緯度の潮汐慶化に於いτは海洋の影響は

20.0 30.0 0.061 
傾斜計観測の場合と遺って著l<小さい事が判る。此*

観測所 海洋項 (M2) 海岸距離

7k 津 0."0006 cos (2 t-161') 50粁

Tschardjui 0."0003 cos (2 t-292') 1300 

CorJoforte 0."0001 cos (2 tー 139') 0.17 

Gaithersburg 0."0005 cos (2 t-21ぴ) 66 

Cincinnati 0."0003 css (2 t-169') 770 

Ukiah 0."0012 cos (2 t-245') 55 

キの事は観測所の海岸距離が遠近様々に拘ら歩其観測値の時間相が夫々の子午線に閥じて

大韓一致して居る事賓と良〈合ふ。言Ii節の棉平均値の内，7k津とGaithersbur濯を除いた捜

めの四箇所に封Lτ上の海洋補正を施せば直接項として次の値ぞ得る。

観測所 直接項 期間
h 

Carloforte 0."0083 cos (2 t-11め 35年
h 

Ukish 0."0082 cas (2 t-0.3) 35 
h 

Tschardjni 0."0101 cos (2 tー11め 19 

h 

Cincinnat 0."0128 cos (2 t-11.8) 16 

3. Lの値

前に述べた如く地殻潮汐に依る緯度饗fE;査の観測値(直接項〉と理論値(地球が完全剛

惜の場合)との比を L と置けば

L=l+k-1 

此庭に k，1 Iま夫々地穀潮汐に依る重力ポテシヤ)L-場の慶化並に土地の子午線方向の費1ft

に閥係ずる常数でるる。緯度39'08'の地賦に封ずる理論値は， t ~太陰項の時角とすれば

M2- 項とじて次の値となる。

( 70 ) 



地殺潮汐K就いて其五，緯度の潮汐豊型化第二報

0."0077 cos 2 t 

尚節に於いて求めた直接項は期聞が夫々35年叉は18年程度であるから所謂章動項 (18.6

年週期)の補正は必要としないから業値を上の理論値で割れば夫々の L;a求め得る。

扱此の L のf直に就いて二，三の考察;a試ぢ

れば，先づ L の値として，上の四箇所の値に

-就き期聞の長短冶信用度として求め7こ平均値を

採用するのも一つの方法である。平均として

L=1.20土0.10

前に求め?と D の値を比較すれば

D=l +k-h=0.66土0.02

L=l+k-i =1.20土0.10

Carloforte 

Ukiah 

Tschardjui 

Cincidnati 

L 期間

1.08土0.06 ‘35年

1.06土0.06 35 

1.31土0.19 19 

1.66土0.18 16 

次に上の四箇所の内，海に近i聖地賠即ち Carloforte，Ukiah と海に遠き内陸の地結即ち

Tschardjui， • Gincinnatiの二部分に別けて考ふれば

L 沿岸地賭 1.07 内陸地賄 1:49 

即ち L に就いて見れば雨地域は顕著な差遣を示ずとも解揮できる。但し内陸地域は

沿岸地域に劃して共に短い期聞の結果であって同じ精度に於いて議論するのは安営でない

かも知れぬが，元々の緯度饗化(14箇月並に12箇月週期)に就いても上の如き内陸性と沿

岸性が認めらる=との事であるから斯かる差遣の生守る原因が緯度の観測方法に存ずるも

のか或は鉛直線の週期的慶化其物の内に賢在ずるものかは速断出来粂ねる。

次に観測期間の問題に就いては例へば水津に於いては前論文句の第二固に於いても明ら

かな如く期間に依り M2-項を検出し得る場合と然らずる場合とがるる。叉 Carloforte 

Ukiahに就いても今此等を次の等間隔の三期に分け考へて見ると其f置は著しく異なわ特に

前期は中後期に比 L振幅が著しく小である。l3Pち

Carlorte Ukiah 

(ィ) 1900--12 0."0068 cos (2 t-345
0

) 0."0041 COS (2 t- 7
0

) 

(ロ) 1912一一22 0."0105 cos (2 t-329') O.刊.098cos (2 t-357') 

(ハ) 1922一一35 0."0093 cos (2 tー 15') 0."0104 cos (2 tープ)

以上の関係は其原因を那謹に尋ぬべきかは難Lい問題であっτ緯度観測の虞理方法とし

( 7I ) 



地殻溺汐κ就いて共五，緯度の潮汐艶イh第ニ報

て天文事的の問題とすべきか或は地殻潮汐の永年慶化として地球物理事的に取扱ふ可きか

は今後の研究に侠大ねばならぬ。兎も角，此種の解析に於いては採用する観測期聞が相蛍

重要な役割を持つ事カ洋リる。

元来の目的は L の値そ求める事に在るのであるが上述の如く細かに考察すれば種々解

決困難の疑問巻戴して居る蹴態である。現在は兎も角疑問は疑問として将来の考察を持つ

事とし， Lの最も確から Lい値としては四箇所の平均値

L=l.2Q土0.10

を採用し其平均誤差の範園に於いごて論歩れば間違は無い。此の Lと前に求めた Dとの

雨者より， h， k， 1を求める矯めには今一つの測定割ち重力計観測を必要とするのであって

目下観測ぞ開始しつ hある重力計の結果を待ち三者を合せ改めて地殻潮汐に依る土地の費

形のJ伏態を詳しく議論じたいと思ふ。

4.結 語

園際緯度観測所六箇所に於ける 1900年以降35年間の緯度観測材判を用ひT地殻潮汐に依

る緯度饗化の解析そ試みft。其結果 Lの値として綿子均を採れば L=I.20士0.10~得た

が仔細に見ると次の二三の問題が含まれて居る。自Pち採用する観測期間に依って，解析

値に著しい遺ひ~示す場合がある事叉海に近い場所と遠い場所とでは違った値を示す様に

見える事等であるが此等の諸問題は更に将来の研究を侠つτ明らかにせらる可きものと考

へられる。

終りに臨み本問題に劃L終始懇切なる御助言を賜った佐々隠士に劃し深甚の謝意ぞ表す

ると共に緯度の観測並に慮理方面に於いて種々の御教示を賜った故木村築博士，故川崎俊

一博士に劃して御曜の言葉巻御皇室前に捧ける。叉海洋潮汐聞に閲して種々御便宜を賜った

日高教授に深謝を趨べ、ると共にオ芸大なる計算の遂行に蛍られた吉川良枝，村上幸子，小林

静子の諸嬢に重ねて謝意を表する衣第である。

( 1 西村英一.地殻潮汐陀就いて，其四「地球物理J 第 5~き第 2 税，昭16.

(2) 西村英一.地佼潮汐に就いて，主主ー「地球物理」第 5~第 1 披，昭16.

(3) 西村英一.地殻潮汐に就いて，其三「地球物理」第5電器第2貌，昭16.
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